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37) 小児気管支端息の統計的観察
。中山喜弘，横田清子(九段坂病院〉
小児気管支瑞息 (>0例の臨床統計的観察を報告し
た。性別では男子 ~iO 例，女子 10 例，初発の年令は 
1才が 1番多く 20例， 1才未満も 5例あり， 59例
中 48例が5才以内に発病していた。時息の家系が
はっきりしている例は， 42例 (73.7%)あった。同
胞数は 1人つ子が 20例， 2人が 19例で， 52例中 1
人ヲ子， 2人つ子が 39例祖であった。初発時の原因
はかぜが一番多く 22例，其の他肺炎，百日咳，気管
支炎，麻疹後などがあった。発作の好発季節は秋が
一番多く 27例，次に梅雨時，季節を問わない例が
夫々 12例あった。乳児期湿疹のあった例は 35例，
現在尚気管支瑞息と湿疹を併発している例，即ち皮
膚呼咳器徴候群 Dermal-respiratoY，=Syndromeを
呈する例は 8例あった。尚当科で使用している小児
気管支時息専用の病歴を紹介した。 
38) 気管支端息並に麻疹の皮膚反応成績並にその
臨凍応用について
。中山喜弘，横田清子(九段坂病院)
気管支端息58例に対して食品抗元 67種類に依る
皮膚反応成績は， 44例 (75.8%)陽性で，そのうち発
作誘発試験陽性は 11例 (18.9%)であった。即ち時
息患者 58例中 11例に抗元となっていると思われる
食品を確め得ることが出来た。吸入物抗元 20種類
に依る皮膚反応成績では，真菌類に陽性例が 59例
中27例 (45.7%)あった。之等に対し真菌混合ワク
チン l乙依る減感作療法を 17例J乙試み， 6月以上経過
した 13例中 10例は只今のところ経過良好である。
事麻疹 151例に対して皮膚反応を行った結果では，
91例陽性反応を呈したが，食餌誘発試験で抗元と
思われる食餌を確め得た例は 24例 (15.9%)であっ
?こ。之等の症例中には， 1年以上続いた頑固な幕麻
疹が除去食餌を与へることに依って全治した例があ
った。
39) Hydroxydione (Viadril) と Epidihydro-
cholesterin (Presteron)の薬理作用につい
て
田村俊吉(東歯大薬理) 
Selyeは steroidK麻酔作用があると述べてい
る。 Laubachは DOC 1(.水素を附与して，斑E白酸
と ester化した Hydroxydioneを作成し，麻酔薬
として応用した。菅野は Epidihydocholesterin K 
鎮痛作用のあることを報告している。麻酔作用と鎮
痛作用は中枢神経系lζ対して抑制作用を示す点は類
似する。 EpidihydrocholesterinK麻酔並びに鎮痛
作用がないか検したところ， pro kg. 50 mg.叉は 
100mgをラット， マウスの腹腔内に注射しでも麻
酔作用は現われない。鎮痛作用は熱板法， Hardy法
によれば， pro kg. 10 mg又は 20mgでは morphine
の速効且一過性lζ対して，遅効且遷延性の鎮痛作用
を示した。 prokg5umgでも鎮痛作用を示したが薬
量の増加で，その程度を増強する乙とはできなかっ
た。 Hydroxydioneも熱板法， Hardy法で麻酔量
の 1/4量，即ち prokg5 mgで明かな鎮痛作用を示
した。しかしその作用は morphineのように速効
且一過性であった。以上の実験から， steroidはい
ずれも中枢神系に対して，何等かの薬理作用を示す
ものである。 
40) 幼児穿孔性腹膜炎に遭遇して
。橋本五郎，且尾雅子(群馬中央病院〉
急性腹膜炎は乳児期及び小児期に於ては稀であり
虫垂炎の増加と共に比較的多くなる。我々は 5才の
男児の穿孔性腹膜炎に遭遇し，反省すべき処あり，
報告する。
症例:主訴は発熱，痘翠，鼓腸
現疾患の経過及び手術所見: 昨年 11月 22日扇
桃炎K躍り，間もなく治ったが， 12月1日，一時腹痛
あり，翌2日，発熱，痘寧あり，腹痛殆んどなし。
翌3日腹膜炎を疑い入院す。入院後，化膿性腹膜炎
の診断の下に，抗生物質療法，輸血等を行うも軽快
せず，入院第2日目 i当院外科にて開腹したるに虫
垂炎の穿孔による化膿性腹膜炎lζて，腹腔内氏畑虫 
あり。神経質a小児は手術の恐怖から，却って広痛を
訴えぬので;注意を要するととを痛感し，又，早期手
術の必要を感じた。
追加岩沢 敬
ネフローゼの女児lζ腹痛，発熱が現われ，虫垂炎
の疑で開腹手術を行い，膿性の惨出液を証明し，原 
発性腹膜炎なることを知った。菌陰性。 
尚術後今迄無効であったプレドニンが奏効し，浮
腫消失，回復l乙向いつつある。 
41) 幼児の急性胆嚢炎の 1例
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5才の女児。前日 8度5分の発熱， rアンギナj 
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と診断。一旦解熱翌朝5度7分，癌痛様腹痛と幅吐 
(黄色緑色〉を頻回K訴ふ。顔面蒼白，黄痘はない。
上腹部緊張し抵抗と圧痛あり。腸重積症か畑虫症の
疑いにて入院。入院後夕刻より悪寒を伴って 390C
に発熱，白血球数 22;800，核左方移動あり。糞便中
に畑虫卵多数証明。造影剤注腸でも経口的l乙 Baを
飲ましでも大小腸lζ通過障碍なく異常iを認めず。化
学療法で翌日上腹部の腹壁筋の緊張柏々弛緩し胆嚢
に当る処に嚢様の抵抗及び圧痛を証明し胆嚢撮影法
にて (30%ピリグラフィン静注〉夫が胆嚢であるこ
とを知る。依って姻虫の胆管迷入lと依る急性胆嚢炎
と診断。腹痛幅吐毎日 10数回 5日間続き熱は 3日
間続く。化学療法としては「クロマイ j毎日 500mg
と「マイシリンj 筋注を 11日間連用。腹痛幅吐は
「ブスコパンjが最も効果的であった。第7病日に
は白血球数7，200となる。 2週間にて退院。 
42) 小児結核性髄膜炎に対する無髄注療法の治療
経験
。岩沢敬，横山宏(山梨県立病院) 
結核性髄膜炎患児3例K無髄注療法を行った。
第 1例は 1j，2mの女児。全身痘撃，噌眠，意識
潤濁，左顔面神経麻痔があり，粟粒結核を合併し，
髄液中lζ菌を証明した。第2例は 11mの女児。意
識調濁，左上肢不全麻痔があり，髄液中に菌を証明 
し得なかったがいづれも重症例に属すべきものであ
った。夫々豆及びXI病日にストマイ，パス，アイナ
の3者併用で治療を開始し，初期(夫々 7及び 10日
間)にストマイを比較的大量(毎日 1瓦)投与した
為か，順調に経過し，夫々叫んカ月及び 71/3カ月で
髄液正常化す。第3例は 5j，2mの男子。髄液中l乙
菌を証明したが意識調渇，痘肇等は無く，比較的軽
症と思われたが治療開始が遅れた為か (XIX病日)，
初期にストマイの量を半減した為か，髄腔狭窄が起
り，プレドニン経口投与及びパリダーゼ(髄腔内)
及びスプラーゼ、(髄腔及び大槽内〉の使用も効なく
アイナの増量(体重証当lOmg)及びサイアンツン
の併用lとより危期を脱し，目下経過観察中。 
43) 小児曙疾の細胞学的研究
第 1報 端息様気管支炎と気管支噛息の曙
疲細胞像
久保政次(東邦大)
小児塔疾の細胞学的研究は内外の文献にこれをみ
ない。著者は舌圧子電灯と捲綿子を用意し，人工的
lζ陵微を誘発し，喉頭より唱出される塔疾を捲綿子
で採取し，スライド硝子に塗抹固定，ギームサ染色
を行い，細胞像を検した。
気管支晴息では暗疾中のエオツン好球は 78.9%で
あるに対し，瑞息様気管支炎は 1%と著明な差が認
められた。気管支，肺胞由来系の細胞としては肺胞
喰細胞を殆んど全例に認めた。乙の外，鴨鳴のみで
瑞息発作はないが， n客疾細胞像は気管支晴息lζ類似
した気管支瑞息不全型(アレJレギー性気管支炎)と
もいうべきものをかなりみた。乙の中には半年又は 
1年後lζ定型的時患発作を起したものが各 1例あっ
た。従って略疾の細胞像の検索気管支鴨息の早期発
見に重要な診断法であるものと思う。
44) 荒川氏麻疹ワクチンの使用経験，特に治療へ
の試み
。原弘毅，浅利有
森 和夫(勝楽堂病院) 
(1)治療効果; 麻疹患児 14例lζっき，荒川麻疹
ワクチン 100倍濃縮液を発疹出現第 1日比， 0.2cc 
づっ 2カ所lζ皮内注射した。 14例中， 12例 (85.7
%)は注射後3日以内に下熱し，一般状態も改善し，
うち 9例は注射翌日 370C以下となった。発疹も軽
度に経過した。
(2)予防効果; 麻疹流行期中，満 4カ月以上の
麻疹末擢患小児 57例につき，上記ワクチン 25倍濃
縮液を 0ふ1.0，1.0 ccと皮下に注射し，其後の感染
状況を調査したところ， 57例中擢患 11例 (19.3%)
と可成りの防禦率を示した。躍患 11例中 2例を除
き，すべて注射後 10日以内に発病したが， 乙れは
注射時すでに麻疹潜伏期にあったことが推定され
る。なお躍患者は一般lζ軽症であった。以上ιっき
若干の考察を加えた。
追加和田小夜子(千葉市〉 
6才の女児，麻疹発疹期第 1日目，気管支炎及び
腸炎併発の女児iζ，荒川氏麻疹ワクチン 0.5を皮内
注射せると乙ろ，注射後， 30分位後K体温40.80C rc.
上昇痘寧発作を来たし，発作寛解後も引き続き意識
障碍がありました。約 12時間後分利的に下熱，痘
撃は急速に治癒しました。此の経過が麻疹ワクチン
使用の影響ではないかと推測して居りますので， 1 
例だけですが追加させていただきました。
追加原弘毅
ただ今治療ワクチンのことでと追加がありました
‘ー
